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Polaroid 
インスタントカメラ

ユーザーマニュアル
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優れた設計の Polaroid I-2 カメラは、写真好き
には最高のインスタントクラフトツールです。手
動制御を内蔵し Polaroid カメラで尖鋭度がも
っとも高いレンズを装備した I-2 は、優れた写
真撮影を実現。しかも、Polaroid インスタント独
自の美しさはそのまま変わることがありません。

Polaroid 
インスタントカメラ
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はじめに
1.ボックスを開き、次のアイテムが揃っているかチ
ェックする:

01 Polaroid I-2 インスタントカメラ
02 USB-C 充電ケーブル
03 クイックスタートガイド
04 ヒントシート
05 取っ手
06 安全取扱およびコンプライアンスに関する冊

子

2.カメラに充電する
安全輸送のため、PolaroidⅠ-2 は、受け取り時はフ
ル充電されていません。充電するには、充電ケーブ
ルの USB‐c 部をカメラ裏面（Q）に差し込み、もう
片方を USB 壁付チャージャー (5V/1A) に差し込み
ます。ラップトップまたはコンピュータからの充電は
お勧めしません。画面上のバッテリ残量インジケー
ターには、フル充電完了まで、カメラが差し込まれ
ていること、および充電残量が表示されます。壁付
ソケットからフル充電するには、約 2時間かかりま
す。使用状況によっても異なりますが、これでフィル
ム約 10パック分撮影するのに十分な電力になりま
す。使用していないときは、バッテリ寿命を維持する
ため、カメラ電源は必ず、オフにしてください。

3.取っ手を取り付ける

ルに合わせると、見えているイメージで撮影の構図
をできます。撮影する写真とビューファインダーから
の画像とがまったく同じになることはないことは知
っておかなければなりません。撮影対象の写真に合
わせて、目標物を少し調節します。

これで被写体に焦点を当て、フレームを再構成でき
ます。このためには、シャッターボタンを半押して、焦
点と露出をロックします。構図を調節してから、シャ
ッターボタンを全押して写真を撮ります。フラッシュ
または写真イジェクトスロットを指で覆わないよう
に注意してください。

4.シャッターボタンを押す
撮影後、カメラの前のスロットから写真がイジェク
トされます。ご覧のように、写真には、遮光のため、
フィルムシールドが付いています。フィルムシールド
は引かないでください。

初めて写真を撮影するには
1.PolaroidⅠ-2 カメラをオンにする
フィルムカウンターディスプレイのライトが点灯す
るまで、オン | オフボタン

（N）を押します。選択ダ
イヤル (J) を回して、希望
する言語を選択してくだ
さい。［モード‐OK] ボタ
ン (M) で、［OK］をクリッ
クします。Polaroid モバ
イルアプリをダウンロー
ドして、カメラに接続しま
す。アプリが自動的に接
続されると、お使いの電
話機の Bluetooth® デバ
イスリストにカメラが表
示されます。

2.フィルムパックを挿入する
フィルムドアラッチ (G) を動かし、ドアを引いて開き
ます。ダークスライドを上に向け、フィルムを持ちま
す。タブをお客様に向けた状態で、カセットの薄端を
カメラの中にスライドさせます。カメラの中にカチッ
と音が鳴るまで押し込みます。プルタブは、後で空の
フィルムパックを取り出すときに必要になるので、そ
のままにしておきますフィルムドアをカチッと音がす
るまで、閉じます。フィルムシールドで覆われたダー
クスライドがすぐ後にイジェクトされます。注意： フィ
ルムシールドを引かないでください。ダークスライド
を取り出し、フィルムシールドが巻き戻るようにしま
す。この引出式シールドは、現像時に、写真を光から
保護することを目的としているため、取り出さない
でください。ダークスライドがイジェクトされない場
合、フィルムを取出し、もう一度差し込んでください。

カメラに正しい写真枚数が表示されるようにする
ため、フィルムは、新しいパックを差し込む前に必ず
使い切ってください。フィルムパックのスイッチを切
り替える必要がある場合は、これですべての写真が
光に当たらないようにしてください。当たると使用
できなくなります。これで、最初の写真を撮る準備
は完了です。

3.カメラを被写体に向ける
被写体から少なくとも 40cm (1.3フィート) 離れて
いるかを確認してください。PolaroidⅠ-2 では、レン
ズバレル左側にビューファインダーが付いています。
被写体に向けるには、目をビューファインダーバレ

5.写真を取り出す
写真をフィルムシールドの下で約 5 秒間放置しま
す。フィルムシールドが巻き戻るように、しずかに持
ち上げます。写真を取り出し、現像中に遮光できる
ように、写真を伏せてください。また、その歌で何と
言っていても、写真は振らないでください！正しい
現像時間については、フィルムパケットの背面を確
認してください。

6.カメラの電源をオフにする
オン | オフボタンを押して、Polaroid I-2 をオフに
します。

アプリに接続する
Polaroid I-2 では、Polaroid モバイルアプリで特
別クリエイティブなツールをロック解除することが
できます。モバイルアプリを Apple App Store ま
たは Google Play Store からお使いの携帯電話
にダウンロードします。アプリを開き、メニューか
ら ［I-2］をタップします。許可メッセージがポップ
アップ表示されます。［OK］をタップして確認しま
す。Bluetooth® 接続はアプリから自動で行われる
ため、電話機とカメラをペアリングする必要があり
ません。注意： これは、Polaroid I-2 カメラが電話
機の Bluetooth® デバイスリストに表示されてい
ないということです。

Polaroid I-2はスタンドアロー
ンのインスタントカメラとして使
えますが、Polaroidアプリをダ
ウンロードすることで、より多く
の機能にアクセスし、もっとさま
ざまな写真撮影ができます。

ポートレート撮影では、ファイ
ンダーのこの範囲に被写体を
収めます。

風景写真では、被写体をファイ
ンダー全体に収めます。



8 9

メニューナビゲーション
Polaroid I-2 には、各種の撮影モードが内蔵され
ています。カメラのメニューに移動し、撮影する写
真にあわせて複数の選択肢を確認します。［モー
ド‐OK] ボタン (M) をクリックすると、自動モード
からセルフタイマーモードに移動できます (クリッ
クするごとに新しいモードが表示されます)。希望
のモードを選択し、カメラが適切な機能をセットア
ップするまで 3 秒待ちます。選択したモードでは、
選択ダイヤル (J) を使って、環境設定をさらに美調
節することができます。各モードについては、「各モ
ードの説明」セクションで悦明します。

ディスプレイ
Polaroid I-2 にはディスプレイが 2つあります: 内
部ディスプレイ/ビューファインダー (S) と外部ディ
スプレイ (L).2つのディスプレイを組み合わせるこ
とで、設定のほか、被写体との距離や測光もより詳
しく確認できます。

外部ディスプレイ
外部ディスプレイを確認しながら、カメラの設定を
行います。写真を撮る前に、各種のモードの選択お
よび設定の変更ができます。外部ディスプレイを使
うと、今どのモード (1) になっているか、また、絞り 
(3) の値、およびシャッタースピード (4)、露出計の
値 (5)、バッテリ残量 (6) およびフィルム枚数 (7) を
確認します。シャッターボタン (B) を半押すると、カ
メラが被写体との距離も示してくれます。

内部ディスプレイ
内部ディスプレイ (S) は、ビューファインダーの下
に表示されます。シャッターボタン (B) を半押する
と、カメラが露出をロックし、被写体に焦点を絞り
ます。カメラが外部ディスプレイと内部ディスプレイ
の両方について必要な情報を示してくれるため、
写真撮影時に見上げる必要がありません。シャッ
ターボタン (B) を半押すると、ロックされた値がす
べてディスプレイに表示されます。写真を撮る前
に、正しい値を確認してください。次のように、いく
つか自問してみます:

焦点距離 (8)
写真で焦点を絞った被写体は、私からの距離が本
当に 1m (3.3 フィート) か？なっていない場合 – フ
レームを再設定し、値をもう一度オートロックして

ください。測距計がフレーム内の別のものを捉え
たため、被写体が写真の中で鮮明になっていない
可能性があります。

絞り (3)
今のシーンではどの絞り値が必要か？最小絞り値
は f8 です。これは、絞りが可能な最大広角になる（
すなわち、入射光量が多くなる）ということです。f 
値が小さいほど、撮影する写真の被写体深度が小
さくなります。これは肖像撮影には最適です (背景
ぼかしが強くなるため) 肖像撮影には最適ですが、
背景（風景撮影等）を焦点にしてより鮮明にするに
は、f 値を大きめにするほうがよくなります。

シャッタースピード（4）
今のシーンにはどのくらいのシャッタースピードが
必要か？動く被写体の写真を撮る場合、また移動
をj表示する場合は、シャッタースピードを速めにす
る必要があります (最速 1/250)。

露出計 (5)
今のシーンにはどのような光の条件が必要か？写
真が露出過剰または露出過少になっていると思う
場合は、状況にあわせて設定を調節します。

三脚推奨 (12)
カメラを自分自身で安定させた状態にできるか、
または三脚が必要か？画面に手振れがある場合
は、撮影する設定に三脚が必要であることを示
しています。次のような場合は、三脚を使用してく
ださい。

フラッシュ (10)
今のシーンにフラッシュは本当に必要か？必要で
はないか？

モード
選択ダイヤルインジケーター
絞り
シャッタースピード
露出計 
バッテリ残量
フィルム枚数 
焦点距離
自動露出-焦点ロック 
フラッシュオン|オフ
アプリ接続済
三脚推奨

ディスプレイ

メニューナビゲーション

選択

モード

自動モード

絞り優先

シャッター優先

多重露出

手動モード

セルフタイマー

内部ディスプレイ
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焦点距離

焦点露出ロック

シャッターボタンを半押すると、露出
がロックされ、被写体に焦点が絞ら
れます。

ビューファインダー全体は、∞ でフレーミングした写真を表します。被写体が 8m 
より近いとき、被写体が 8m より近くなるとき、1. 焦点をロックし、2, フレーミング
を調節して、その被写体がフレームの中心に来るようにすることができます。

被写体のオートフォーカスフレームの中心を目標にします。シャッターボタンを
半押すると、内部と外部ディスプレイに焦点 / 被写体距離が表示されます。

オートフォーカスフレーム 被写体フレーミング

8m 以上 = 無限

0.4m 以下 = 近すぎます！

被写体が焦点内、中心外の場合、ボタ
ンを半押にしたまま、オーフォフォーカ
スフレームの目標を再設定してから撮
影します。
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露出値 (EV) の設定

シャッターボタンを半押すると、どのモードでも、露
出計には内部ディスプレイと外部ディスプレイの両
方に露出が表示されます。露出計が右を指してい
る場合、写真は露出過剰になります。シャッタース
ピードが速くしてみるか、f 値は高くしてみます。露
出計が左を指している場合、写真は露出過少にな
ります。シャッタースピードを遅くしてみるか、f 値
を低くしてみます。手振れ記号が表示されていない
ことを確認します。三脚を使うと、写真撮影中にカ
メラを安定させることができます。手動モード以外
のすべてのモードで、カメラは正しい露出 (O) を自
動選択しようとします。ただし、EV ダイヤル (K) を
使用して露出補正を行った場合は、ディスプレイに
その状況が反映されます。この場合（そのモードで 

焦点距離と露出ロック
Polaroid I-2 カメラは、シャッターボタンを半押す
ると、露出をロックします。被写体のオートフォーカ
スフレームの中心を目標にします。シャッターボタ
ンを半押すると、内部と外部ディスプレイに焦点距
離が表示されます。被写体との距離が少なくとも 

0.4m 離れているか必ず確認します。被写体がこれ
以上近くにある場合、内部ディスプレイに感嘆符付
きの記号が表示されます。焦点距離は、無限にする
ことができます。ビューファインダー全体は、無限で
フレーミングした写真を表します。被写体が 8m よ
り近くなる、特に、近くにある被写体の場合、ビュー
ファインダーのフレーミングブラケットを参照しな
がら、その被写体がフレームの中心に来るようにす
ることができます。

被写体が焦点内、中心外の場合、シャッターボタン
を半押にしたまま、オーフォフォーカスフレームの
目標を再設定してから撮影します。

EV 設定を上書きしない場合)、ダイヤルがゼロにな
っているか確認してください。カメラ電源をオンに
すると、外部ディスプレイに EV ダイヤルが 0 にな
っていないこと、および露出設定に修正が必要な
ことが示されます。

フラッシュを使用する
明るい直射日光のあるところで撮影しない場合、
最適な Polaroid 写真を撮影できるようにフラッシ
ュの利用をお勧めします．フラッシュボタン (O) を
クリックすると、フラッシュがオンまたはオフになり
ます。フラッシュがオンになると、ライトが点灯しま
す (O)。カメラ電源をオンにすると、ビューファイン
ダーにフラッシュ記号も表示されます。

外付けフラッシュを使用する
外付けフラッシュ用 2.5mm 単線ケーブルをカメラ 
(R) の外付けフラッシュソケットに差し込みます。外
付けフラッシュの使用準備が完了します。

各種モードの説明
Polaroid I-2 には、各種の撮影モードが内蔵さ
れています。カメラのメニューに移動し、撮影する
写真にあわせて複数の選択肢を確認します。モー
ド-OK ボタン (M) をクリックすると、自動モードか
らセルフタイマーモードに移動できます (クリック
するごとに新しいモードが表示されます)。希望の
モードを選択し、カメラが適切な機能をセットアッ
プするまで 3 秒待ちます。選択したモードでは、選
択ダイヤル (J) を使って、環境設定をさらに美調節
することができます。

自動モード
カメラがシャッタースピードと絞りを決定します。シ
ーンを変更すると、値が自動的に変更されます。こ
れは、内部と外部ディスプレイに表示されます。選
択ダイヤル (J) を回すと、絞り値を変更できます。選
択している絞り値に合わせて、カメラが他の設定を
調節します。シャッターボタンを半押すると、カメラ

が決定したシーンの値がロックされます。

絞り優先
選択ダイヤル (J) を回すと、絞り値 (可能な絞り: f8
、f11、f16、f22、f32、f45、f64) が設定されます。被
写体に狙いを定めると、カメラが適切なシャッタ
ースピードを決定します。値は、シャッターボタン
を半押すると、ロックできます。選択した絞りは固
定値です。そのシーンに適切なシャッタースピード
がない場合、画像が露出過少/過剰になり、ディス
プレイの露出計には、正しい露出からの偏差が表
示されます。固定絞り設定を変更して、露出偏差を
修正します。

シャッター優先
選択ダイヤル (J) を回すと、カメラのシャッタース
ピード (可能なシャッタースピード値: 1/250 ～ 30 
秒）が設定されます。被写体に狙いを定めると、カ
メラが適切な絞りを決定します。値は、シャッター
ボタンを半押すると、ロックできます。

選択したシャッタースピードは固定値です。そのシ
ーンに適切な絞り値がない場合、画像が露出過
少/過剰になり、ディスプレイの露出計には、正しい
露出からの偏差が表示されます。固定シャッタース
ピード設定を変更して、露出偏差を修正します。

手動モード
選択ダイヤル (J) を回すと、初めに絞り値が設定
されます。カメラは、f 値の横の (< >) で絞りを選択
していることを示します。［モード‐OK] ボタン (M) 
をクリックすると、絞りとシャッタースピードの間の
選択インジケーター (< >) が変更されます（ボタン
をもう一度押すと、絞り選択にいつでも戻ることが
できます)。シャッタースピード値は、選択ダイヤル 
(J) をもう一度回すと、選択できます。手動モードを
離れ、次のモードに切り替えるには、［モード‐OK] 
ボタン (M) を押します。このモードでは、すべての
設定を手動で設定できます。設定を状況にあわせ
て修正し、写真が露州過少/過剰になっていないか
を確認します。

多重露出
選択ダイヤル (J) を回すと、1つの多重露出に組み
合わせた画像の数が設定されます。カメラは露出
を 2 から 4 まで設定できます。シャッターボタンを
半押すると、カメラが与えられた露出数について正
しい露出を計算し、値を表示します。注意: 露出数
が一度決定され、最初の写真が撮影されると、露

手動モードでは、露出計を使って、内部と外部ディスプレイで
適切な露出 (0) を探すことができます。

露出計が右を指している場合、写真は露出過剰になります。
シャッタースピードが速くしてみるか、f/値を高くしてみます。

露出計が左を指している場合、写真は露出過少になります。
シャッタースピードを遅くしてみるか、f /値を低くしてみます。

すべてのモードでカメラは正しい露出 (0) を自動選択しよう
とします。ただし、EV ダイヤルを使用して露出補正を行った
場合は、ディスプレイにその状況が反映されます。

露出計

内部ディスプレイ
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出数は変更できなくなります。多重露出写真を取り
終わり、フィルムを取り出してはじめて、フィルム枚
数が減ります。カメラ自体では、多重露出で自動モ
ードのみ使用可能です。さらにクリエイティブで自
由にし、多重露出モードで各種の設定を変更する
には Polaroid モバイルアプリを使用します。.

タイマー
選択ダイヤル (J) を回すと、セルフタイマーの遅延
を設定できます。カメラは、3、6、9 および 12 秒の
セルフタイマー値をセットアップできます。シャッタ
ーボタンを半押すると、画面に絞りとシャッタース
ピード値が表示されます。カメラ自体では、セルフ
タイマーで自動モードのみ使用可能です。さらにク
リエイティブで自由にし、各種モードすべてでセル
フタイマーを使用するには Polaroid モバイルアプ
リを使用します。.シャッターボタンを押して撮影す
ると、セルフタイマーがアクティブになります。シャ
ッターをもう一度押すと、起動したセルフタイマー
をキャンセルすることができます。

エラー
カメラには、発生可能性があるさまざまなエラー
にそれぞれ記号が表示されます。外部ディスプレ
イに特定のエラー通知が表示される場合は、下の
指示にしたがってエラーを解消してください。エラ
ーが解消された場合のみ、通知がディスプレイか
ら消えます。

カメラの使用の妨害となる重大エラー

バッテリ残量がありません
カメラを使用する前に、付属の USB-c ケーブルで
カメラを充電してください。

フィルムが詰まっています
カメラ内部でフィルムが詰まっていて、シャッター
ボタンを押したときイジェクトされません。フィルム
問題の解消にサポートが必要な場合は、support.
polaroid.com をご覧ください。

フィルムドアが開いています
しっかりと閉じ、フィルムドアが正しく閉じているか
確認してください。フィルムの種類を変更するには、
フィルムドアが開いているときに、［モード‐OK] ボ
タンを押し、選択ダイヤルを使って、互換性のある
フィルムの種類 (I-タイプ、SX-70, 600) をスクロー

ルし、［モード‐OK] を押して、希望のフィルムの種
類を選択します。

過熱
お使いのカメラは過熱する場合があります。カメラ
電源をオフにして、しばらくそのままで冷やしてくだ
さい。5 分後にカメラ電源をもう一度オンにして、
十分冷えたかどうかを確認します。

［OK］を押したときも、カメラを使用できるエラー

レンズキャップ
カメラは、レンズキャップがまだ付いているか考え
か、カメラが非常に暗いシーンを検出します。レン
ズキャップがまだ付いているか、または非常に暗い
シーンの場合は、写真を撮ってよいかチェックして
ください。後者の場合は、［モード‐OK] ボタンを
クリックして、［OK］を押してください。

フィルムがありません
お使いのフィルムパックが空の可能性があります。
新しいフィルムパックを開いて、補充してください。

バッテリ残量が僅少になっています
カメラはこのままで使用できますが、バッテリがほ
とんど空になっています。カメラにすぐに充電する
か、写真を撮ってからできるかぎり速やかに必ず充
電してください。

充電中
外部ディスプレイのバッテリ記号は、バッテリ残量
を示します。バッテリ残量をチェックするには、カメ
ラ電源をオンにして、記号を確認します。バッテリ
残量が僅少になったとき、カメラには、下のインジ
ケーターで表示されます。カメラを充電するには、
充電ケーブルの USB‐c 部をカメラ側部に差し込
み、もう片方を USB‐c 壁付チャージャー (5V/1A) 
に差し込みます。ラップトップまたはコンピュータ
からの充電はお勧めしません。壁付ソケットから
フル充電するには約 2 時間かかります。バッテリ
残量インジケーターは、フル充電されたとき表示
されます。

洗浄中
Polaroid 写真を撮る場合、写真を2つのメタルロ

ーラーから押し出します。ここでは、現像者ペース
トが写真のネガとポジ成分の間に広がります。こ
れらのローラーが汚れている場合、薬品が均等に
広がることができず、現像した写真に小さな斑点
ができる原因となる場合があります。お使いのカメ
ラにフィルムがない場合は、カメラをオフにして、フ
ィルムドアを開きます。フィルムイジェクトスロット
近くのこれら2つの金属ローラーを探します。柔ら
かい湿らせた布をローラーの上に当てます。黒いプ
ラスチックギアを回転させて、ローラーを回転させ
ます。ローラーを動かしながら、布で拭き取ります。
布が詰まりの原因とならないように注意してくださ
い。カメラをもう一度使用する場合は、その前に、
ローラーが乾燥していることを確認してください。
すべてのフィルムパックの間のローラーをチェック
し、2～3パックごとに清掃することをお勧めしま
す。レンズを清掃するには、マイクロファイバー布を
使用します。これで、写真品質に影響を及ぼす可能
性がある引っかき傷や材料の粒子を防止します。

カスタマーサポート
いつでもサポートします。下記詳細よりご連絡く
ださい。

米国/カナダ
usa@polaroid.com
+1 212 219 3254

ヨーロッパ/その他の国
service@polaroid.com
00 800 577 01500

Polaroid International B.V.
1013AP Amsterdam
オランダ

詳細および最新情報は、polaroid.com/help をご
覧ください。

保証
https://www.polaroid.com/warranty-policy

https://www.polaroid.com/warranty-policy
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技術仕様
一般
寸法
149.9 mm (長さ) × 119.3 mm (
幅) × 91.2 mm (高さ)  

重量
563 g (フィルムパックは除く)

作動温度
40～108°F / 4～42°C、相対湿
度 5～90%

互換フィルム
Polaroid i-タイプ、600, SX-70 
フィルム

バッテリ
リチウムイオン ポリマー ソフトパ
ックバッテリ 950maH、3.7V

材料
外装
ABS、PC、PMMA、アルミニウム合
金、ステンレス鋼

光学システム
シャッターシステム
1/250 ～ 30秒、電球モード (最
大 99時間)

絞り
f8-f64

レンズ
ステッピングモーターで制御す
る 0.4m (1.3 インチ) ～ ∞ レン
ジで、f8 絞りが可能な連続オー
トフォーカスシステム付き3素
子レンズ

効果的な焦点長
98mm

視野
垂直 44°、水平 43°中央部重点シ

ングルゾーン測光 (光学 FOV の
60% 測光範囲)

フラッシュシステム
真空放電管ストロボレンジ 2.5m 
@f8 / 8.2 インチ @f8

アプリ有効化済
カメラを完全リモートコントロー
ル iOS と Android 用

デバイスインターフェイスポート
USB Type-C 充電入力 2.5mm 
外部フラッシュ同期ポート

ディスプレイ
外部ディスプレイと VF ディスプ
レイで絞り、シャッタースピード、
モード、フィルム枚数、バッテリ
残量、機能表示等に対応　外
部: ホワイト (16 グレイスケール) 
内部ビューファインダー：モノラ
ル LCM、イエロー表示、ブラック
背景付き

その他
三脚マウント装備の 49mm レン
ズフィルタースレッドマウント



18
19

安全情報安全情報

警告警告   感電の危険 – 電動式ローラー システム感電の危険 – 電動式ローラー システム
を開けたり分解したりしないでください。を開けたり分解したりしないでください。
• 本装置を分解しないでください。再組立て方• 本装置を分解しないでください。再組立て方
法を誤ると、本装置を再使用した場合に感電法を誤ると、本装置を再使用した場合に感電
の恐れがあります。本装置を水その他の液体の恐れがあります。本装置を水その他の液体
に浸さないでください。本装置は湿度の高いに浸さないでください。本装置は湿度の高い
環境、または非常に埃の多い環境では操作し環境、または非常に埃の多い環境では操作し
ないでください。ないでください。

• 本装置のフィルムドアの背後のローラーの下• 本装置のフィルムドアの背後のローラーの下
にあるバッテリーおよび/または電子部品の改にあるバッテリーおよび/または電子部品の改
造、調節、または取外しはおやめください。造、調節、または取外しはおやめください。

• ドアは本装置本体に電子的に接続されていま• ドアは本装置本体に電子的に接続されていま
すので、ドアの取外しはおやめください。ドすので、ドアの取外しはおやめください。ド
アの取外しは危険であり、装置を損傷する恐アの取外しは危険であり、装置を損傷する恐
れがあり、保障が無効になります。れがあり、保障が無効になります。

• デバイスに金属物を挿入しないでください。• デバイスに金属物を挿入しないでください。
• ローラーまたはギアに何らかの物体を挿入す• ローラーまたはギアに何らかの物体を挿入す
ることはおやめください。ることはおやめください。

• 本装置の動く部分による怪我を避けるため、• 本装置の動く部分による怪我を避けるため、
小さいお子様や幼児を装置に近づかせないよ小さいお子様や幼児を装置に近づかせないよ
うにしてください。うにしてください。

• 任意の熱源または熱を生成する任意の種類の• 任意の熱源または熱を生成する任意の種類の
環境（ステレオ アンプを含む）の近くでの本環境（ステレオ アンプを含む）の近くでの本
装置の使用または保管はおやめください。装置の使用または保管はおやめください。

• 可燃性または爆発性の気体の近くでは、本装• 可燃性または爆発性の気体の近くでは、本装
置を使用しないでください。置を使用しないでください。

• 異常な臭い、音、または煙に気づいた場合• 異常な臭い、音、または煙に気づいた場合
は、本装置を充電しないでください。は、本装置を充電しないでください。

• 600• 600 タイプのフィルムをご使用の場合）フィ タイプのフィルムをご使用の場合）フィ
ルムのバッテリーの分解または改造は、いかルムのバッテリーの分解または改造は、いか
なる方法によるものであってもおやめくださなる方法によるものであってもおやめくださ
い。バッテリー液が目に入った場合は、直ちい。バッテリー液が目に入った場合は、直ち
に新鮮な冷たい流水で目を洗い、直ちに医学に新鮮な冷たい流水で目を洗い、直ちに医学
的な処置を求めてください。的な処置を求めてください。

• フラッシュを覆わないでください。• フラッシュを覆わないでください。

バッテリーおよび充電器バッテリーおよび充電器

• 本装置は特注品のリチウム イオン バッテリ• 本装置は特注品のリチウム イオン バッテリ
ーを使用しています、これはカメラ本体内部ーを使用しています、これはカメラ本体内部
に取り付けられ、取外し不可能となっていまに取り付けられ、取外し不可能となっていま
す。他の種類のバッテリーを使用することはす。他の種類のバッテリーを使用することは
できません。バッテリーの交換は、認可されできません。バッテリーの交換は、認可され
たサービスセンターのみが行うことができまたサービスセンターのみが行うことができま
す。 す。 

• このバッテリーは、適切に使用した場合は長• このバッテリーは、適切に使用した場合は長
年のサービスを提供します。消費電力は、デ年のサービスを提供します。消費電力は、デ
バイスが使用されている環境およびデバイスバイスが使用されている環境およびデバイス
の保管方法によって異なります。完全に充電の保管方法によって異なります。完全に充電
後直ぐに使用した場合、バッテリーは 最大後直ぐに使用した場合、バッテリーは 最大1010
フィルムパック分を処理できる電力を供給しフィルムパック分を処理できる電力を供給し
ます。ます。

• 電池の充電量が一定レベルを下回ると、カメ• 電池の充電量が一定レベルを下回ると、カメ
ラは、フィルムを処理しなくなります。充電ラは、フィルムを処理しなくなります。充電
が必要になると、ディスプレイに「電池残量が必要になると、ディスプレイに「電池残量
がなくなります」と表示され、LEDが赤色にがなくなります」と表示され、LEDが赤色に
なります。これは、ローラーシステム内で処なります。これは、ローラーシステム内で処
理されるときに写真詰まりを防止するためで理されるときに写真詰まりを防止するためで
す。す。

• ご購入時には完全には充電されていません。 • ご購入時には完全には充電されていません。 
USBUSB 充電ケーブル（付属）でバッテリーを完 充電ケーブル（付属）でバッテリーを完
全に充電してください。これには通常、1～2 全に充電してください。これには通常、1～2 
時間（使用状況により異なります）かかりま時間（使用状況により異なります）かかりま
す。す。

• 付属のバッテリー充電器は、• 付属のバッテリー充電器は、Apple iPhoneApple iPhone の電 の電
源アダプタと共に作動することがテストされ源アダプタと共に作動することがテストされ
ています。コンピューター、ています。コンピューター、USBUSB 電源アダプ 電源アダプ
タ、テレビ、自動車等の他の タ、テレビ、自動車等の他の USBUSB ポートでも ポートでも
使用することはできますが、正しい動作は保使用することはできますが、正しい動作は保
証されません。証されません。

• 本装置を以後ご使用にならない場合は、適切• 本装置を以後ご使用にならない場合は、適切
にリサイクルしてください。にリサイクルしてください。

使用環境使用環境
• 本装置に含まれる高精度技術を保護するた• 本装置に含まれる高精度技術を保護するた
め、高温の場所（め、高温の場所（+42°C+42°C）、多湿の場所、また）、多湿の場所、また
は温度の寒暖差が激しい場所、直射日光の当は温度の寒暖差が激しい場所、直射日光の当
たる場所、海岸などの砂や埃の多い環境、湿たる場所、海岸などの砂や埃の多い環境、湿
った場所、または強い振動のある場所に本カった場所、または強い振動のある場所に本カ
メラを長時間放置しないでください。メラを長時間放置しないでください。

• 本装置を落としたり、激しいショックや振動• 本装置を落としたり、激しいショックや振動
にさらしたりしないでください。にさらしたりしないでください。

• レンズを押したり、引っ張ったり、レンズに• レンズを押したり、引っ張ったり、レンズに
対して押し付けたりしないでください。対して押し付けたりしないでください。

コンプライアンスコンプライアンス

リチウムイオン バッテリーを使用する際の重リチウムイオン バッテリーを使用する際の重
要指示事項要指示事項
1. 火の中に投げ込まないでください。1. 火の中に投げ込まないでください。
2. ショートさせないでください。2. ショートさせないでください。
3. 分解しないでください。3. 分解しないでください。
4. 損傷した場合は使用を続けないでください。4. 損傷した場合は使用を続けないでください。
5. 正しく廃棄してください。5. 正しく廃棄してください。
6. 水から遠ざけてください。6. 水から遠ざけてください。
7. 温度が氷点下を下回っているときは充電しな7. 温度が氷点下を下回っているときは充電しな
いでください。いでください。

EU適合宣言EU適合宣言
これにより、Polaroid International BVこれにより、Polaroid International BV
は、Polaroid I-2 アナログインスタントカメは、Polaroid I-2 アナログインスタントカメ
ラが電磁両立性指令（2014/30 / EU）、ラが電磁両立性指令（2014/30 / EU）、
低電圧指令（2014/35 / EU）、RoHs指令低電圧指令（2014/35 / EU）、RoHs指令
（2011/65）の必須要件に準拠していることを（2011/65）の必須要件に準拠していることを
宣言します。  / EU）およびその他の関連規定（宣言します。  / EU）およびその他の関連規定（
意図された目的で使用される場合）。意図された目的で使用される場合）。

これにより、Polaroid International B.V.は、これにより、Polaroid International B.V.は、
このデバイス、タイプ：Polaroid I-2 アナロこのデバイス、タイプ：Polaroid I-2 アナロ
グインスタントカメラが の無線装置が指令 グインスタントカメラが の無線装置が指令 
2014/53/EU に適合していることを宣言しま2014/53/EU に適合していることを宣言しま
す。EU適合宣言の全文は、次のインターネッす。EU適合宣言の全文は、次のインターネッ
トアドレスでご覧いただけます: www.polaroid.トアドレスでご覧いただけます: www.polaroid.
com/      cedeclarationofconformitypolarocom/      cedeclarationofconformitypolaro
idI2cameraidI2camera

FCC コンプライアンス宣言FCC コンプライアンス宣言
本装置は、本装置は、FCCFCC 規則の第  規則の第 1515 部を遵守していま 部を遵守していま
す。操作は以下の 2つの条件を仮定しています。操作は以下の 2つの条件を仮定していま
す。(1）本装置は有害な干渉を起してはならず、す。(1）本装置は有害な干渉を起してはならず、
また、(2）本装置は、望ましくない動作の原因とまた、(2）本装置は、望ましくない動作の原因と
なる可能性のある干渉を含む、受け取った任意のなる可能性のある干渉を含む、受け取った任意の
干渉を受け入れなければならない。干渉を受け入れなければならない。
警告警告  コンプライアンスに責任を有する当事者  コンプライアンスに責任を有する当事者
により明示的に承認されていない改造または変により明示的に承認されていない改造または変
更を行うと、本装置を操作するユーザーの権限更を行うと、本装置を操作するユーザーの権限
が無効になる場合があることを、ユーザーに警が無効になる場合があることを、ユーザーに警
告します。本装置を、他のアンテナまたは発信告します。本装置を、他のアンテナまたは発信
装置と共に保管すること、または他のアンテナ装置と共に保管すること、または他のアンテナ
または発信装置と組み合わせて操作することはまたは発信装置と組み合わせて操作することは

禁じられています。禁じられています。
ご注意ご注意  本装置はテストされ、  本装置はテストされ、FCCFCC 規則の第  規則の第 
1515 部に基づく B 級デジタル装置に対する制 部に基づく B 級デジタル装置に対する制
限に準拠することが認められています。これ限に準拠することが認められています。これ
らの制限は、住宅での設置における有害な干らの制限は、住宅での設置における有害な干
渉に対する穏当な保護を提供するよう立案さ渉に対する穏当な保護を提供するよう立案さ
れています。本装置は無線周波数エネルギーれています。本装置は無線周波数エネルギー
を生成、使用するものであり、またこれを放を生成、使用するものであり、またこれを放
射する可能性があります。指示に従って設置射する可能性があります。指示に従って設置
および使用されない場合は、無線通信に対しおよび使用されない場合は、無線通信に対し
て有害な干渉を起す可能性があります。ただて有害な干渉を起す可能性があります。ただ
し、特定の設置によって干渉が起こらないとし、特定の設置によって干渉が起こらないと
いう保証はありません。 本装置がラジオまたいう保証はありません。 本装置がラジオまた
はテレビの受信に対して有害な干渉を起こすはテレビの受信に対して有害な干渉を起こす
（これは本装置をオフにしてからオンにする（これは本装置をオフにしてからオンにする
ことにより確認できます）場合は、以下の措ことにより確認できます）場合は、以下の措
置のうちの 1 つ以上によって干渉の是正を試置のうちの 1 つ以上によって干渉の是正を試
みることをユーザーにお勧めします。みることをユーザーにお勧めします。
• 受信アンテナの向きまたは位置を 変更す• 受信アンテナの向きまたは位置を 変更す
る。る。

• 機器と受信機の 距離を離す。• 機器と受信機の 距離を離す。
• 受信機が接続されている• 受信機が接続されている
• 回路とは異なる回路のコンセントに。• 回路とは異なる回路のコンセントに。
• 機器を接続する。• 機器を接続する。
• 販売店または経験豊富な。• 販売店または経験豊富な。
• ラジオ/テレビ技術者に相談する。• ラジオ/テレビ技術者に相談する。
本装置は、制御されていない環境について述本装置は、制御されていない環境について述
べられた べられた FCCFCC の放射線被爆限度を遵守して の放射線被爆限度を遵守して
います。エンドユーザーは、RF 被爆コンプいます。エンドユーザーは、RF 被爆コンプ
ライアンスを満たすために、特定の操作指示ライアンスを満たすために、特定の操作指示
に従う必要があります。に従う必要があります。

電波 (RF) 曝露情報  電波 (RF) 曝露情報  
ワイヤレスデバイスの放射出力電力は ワイヤレスデバイスの放射出力電力は 
Industry Canada (IC) 電波曝露制限以下でIndustry Canada (IC) 電波曝露制限以下で
す。ワイヤレスデバイスは、通常操作で人的す。ワイヤレスデバイスは、通常操作で人的
接触が最小になるように使用してください。  接触が最小になるように使用してください。  
このデバイスは、評価により、ポータブルこのデバイスは、評価により、ポータブル
曝露条件で IC RF 曝露制限にも準拠してい曝露条件で IC RF 曝露制限にも準拠してい
ます。アンテナは身体から 20 cm 以内にします。アンテナは身体から 20 cm 以内にし
てください)。てください)。

この裝置は、クラスB情報技術裝置です。ここの裝置は、クラスB情報技術裝置です。こ
の裝置は、家庭環境で使用するこの裝置は、家庭環境で使用するこ
とを目的としていますが、とを目的としていますが、
この裝置がラジオやテレビジョン受信機に近この裝置がラジオやテレビジョン受信機に近
接して使用されると、受障信害を引き起こす接して使用されると、受障信害を引き起こす
ことがあります。取り扱い說ことがあります。取り扱い說
明書に従って正しい取り扱いをして下さい。    明書に従って正しい取り扱いをして下さい。    
V C C I ㄧBV C C I ㄧB

Bluetooth© バージョン: 4.2Bluetooth© バージョン: 4.2
高周波領域とパワーレベル：高周波領域とパワーレベル：2.402 GHz - 2.402 GHz - 
2.480 GHz2.480 GHz, 最大1.46dBm。, 最大1.46dBm。

記号は、地域の法律および規則によ記号は、地域の法律および規則によ
り、お手持ちの製品は家庭のゴミとはり、お手持ちの製品は家庭のゴミとは
別に廃 棄する必要があることを示して別に廃 棄する必要があることを示して

います。本製品が寿命の終わりに達したら、います。本製品が寿命の終わりに達したら、
地方自治体が指定する収集場所まで持参して地方自治体が指定する収集場所まで持参して
ください。一部の収集場所では、無料で製品ください。一部の収集場所では、無料で製品
の回収を受け付けています。お手持ちの製品の回収を受け付けています。お手持ちの製品
の分別収集およびリサイクルによる廃棄を通の分別収集およびリサイクルによる廃棄を通
じて、天然資源の保護や、人間の健康と環じて、天然資源の保護や、人間の健康と環
境を保護するような方法での再利用が可能境を保護するような方法での再利用が可能
となります。となります。

Polaroid International B.V.
1013AP Amsterdam 
The Netherlands

製品寿命後処分に関する警告：本製品が寿命になった場合は、地方の規制にしたがって処分してく
ださい。本製品は電気・電子機器廃棄物に関するEU指令 2012/19/EU（WEEE）の対象です。未分別

の一般廃棄物として処分しないでください。

製造：中国、販売：Polaroid International B.V.（1013 AP, Amsterdam, The Netherlands）。 
POLAROID、Color Spectrum、および Classic Borderのロゴは Polaroid の保護商標です。

© 2023 Polaroid. 無断複写・転載禁止。


